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トラフィックモニタリング
トラフィックモニタリングでは、1つまたは複数の送信元ポートからのトラフィックをコピーし、
コピーされたトラフィックを分析用の専用宛先ポートに送信してネットワークアナライザに分析

させます。この機能は、Switched Port Analyzer（SPAN）としても知られています。

トラフィックモニタリングセッションの種類

モニタリングセッションが 2種類あります。

•イーサネット

•ファイバチャネル

宛先ポートの種類により、どのようなモニタリングセッションを必要とするかが決まります。

イーサネットのトラフィックモニタリングセッションの場合、宛先ポートは未設定の物理ポート

であることが必要です。Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトを使用している場合を除
いて、ファイバチャネルのトラフィックモニタリングセッションの場合、宛先ポートはファイ

バチャネルアップリンクポートであることが必要です。
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Cisco UCS 6332および 6332-16UPファブリックインターコネクトでは、ファイバチャネル宛
先ポートを選択できません。宛先ポートは、未設定の物理イーサネットポートである必要が

あります。

（注）

イーサネット全体のトラフィックモニタリング

イーサネットトラフィックモニタリングセッションでは、次のトラフィックの送信元ポートお

よび宛先ポートのいずれかをモニタできます。

宛先ポート送信元ポート

未設定のイーサネットポート•アップリンクイーサネットポート

•イーサネットポートチャネル

• VLAN

•サービスプロファイル vNIC

•サービスプロファイル vHBA

• FCoEポート

•ポートチャネル

•ユニファイドアップリンクポート

• VSAN

すべてのトラフィックの送信元は宛先ポートと同じスイッチ内にある必要があります。宛先

ポートとして設定されたポートを送信元ポートとしても設定することはできません。ポート

チャネルのメンバポートを個別にソースとして設定することはできません。ポートチャネル

が送信元として設定されている場合、すべてのメンバポートが送信元ポートです。

（注）

サーバポートは、非仮想化ラックサーバアダプタへのポートの場合にのみ送信元にすることが

できます。

Cisco UCS 6300インターコネクトのトラフィックモニタリング

• Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトはポートベースのミラーリングをサポートし
ています。

• Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトは、VLAN SPANを、Rxまたは受信方向での
みサポートします。

•イーサネット SPANは Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトに基づいたポートで
す。
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Cisco UCS 6200インターコネクトのトラフィックモニタリング

• Cisco UCS 6200および 6324では、ファブリックインターコネクトごとに最大 2つの送信元
で「送信」方向のモニタリングトラフィックがサポートされています。

• Cisco UCS 6200では、SPANトラフィックは SPAN宛先ポートの速度によりレート制限され
ています。これは 1 Gbpsまたは 10 Gbpsのいずれかです。

（6200および6324ファブリックインターコネクトの場合）入力トラフィック専用ポートチャ
ネル上で SPANの使用またはモニタができます。

重要

ファイバチャネル全体のトラフィックモニタリング

ファイバチャネルトラフィックアナライザまたはイーサネットトラフィックアナライザを使用

して、ファイバチャネルトラフィックをモニタできます。ファイバチャネルトラフィックが、

イーサネット宛先ポートでイーサネットトラフィックモニタリングセッションでモニタされる

場合、宛先トラフィックはFCoEになります。CiscoUCS6300ファブリックインターコネクトは、
FC SPANを、入力側でのみサポートします。Cisco UCS 6248ファブリックインターコネクトの
ファイバチャネルポートは送信元ポートとして設定できません。

ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッションでは、次のトラフィックの送信元ポー

トおよび宛先ポートのいずれかをモニタできます。

宛先ポート送信元ポート

•ファイバチャネルアップリンクポート

•未設定のイーサネットポート（Cisco UCS
6332および Cisco UCS 6332-16UPファブ
リックインターコネクト）

• FCポート

• FCポートチャネル

•アップリンクファイバチャネルポート

• SANポートチャネル

• VSAN

•サービスプロファイル vHBA

•ファイバチャネルストレージポート

Mシリーズサーバのファイバチャネル、Fibre Channel over Ethernet、vHBA、VSAN、および
SANはサポートされていません。

重要

Cisco UCS Manager Release 3.1(2) and later releases do not support Cisco UCS M-Series Servers.重要
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トラフィックモニタリングに関するガイドラインと推奨

事項
トラフィックモニタリングを設定するか、アクティブにする場合、次のガイドラインを考慮しま

す。

トラフィックモニタリングセッション

トラフィックモニタリングセッションは作成時にはデフォルトでディセーブルです。トラフィッ

クモニタリングを開始するには、まずセッションをアクティブにします。トラフィックモニタリ

ングセッションは、Cisco UCSポッド内のファブリックインターコネクトで一意的である必要が
あります。一意の名前と一意の VLANソースを使用して各モニタリングセッションを作成しま
す。サーバからのトラフィックを監視するには、サーバに対応するサービスプロファイルからす

べての vNICを追加します。

ファブリックインターコネクトごとにサポートされるアクティブトラフィックモニタリングセッ

ションの最大数

トラフィックモニタリングセッションは最大 16まで作成し保存できますが、同時にアクティブ
にできるのは 4つだけです。各 Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトでは、最大 4つの
トラフィック方向までをモニタできます。受信および送信方向は、それぞれ 1モニタリングセッ
ションとしてカウントされます。一方、双方向モニタリングセッションは、2モニタリングセッ
ションとしてカウントされます。次に例を示します。

• 4つのアクティブセッション：各セッションが 1方向だけでトラフィックをモニタするよう
に設定されている場合。

• 2つのアクティブセッション：各セッションでトラフィックを双方向にモニタするように設
定されている場合。

• 3つのアクティブセッション：1つ目のセッションが単方向で、2つ目のセッションが双方
向の場合。

トラフィックモニタリングは、システムリソースにかなりの負荷をかけることがあります。

負荷を最小限にするには、不必要なトラフィックができるだけ少ない送信元を選択し、不必要

なときにはトラフィックモニタリングをディセーブルにします。

（注）

vNIC

トラフィックモニタリングの宛先は単一の物理ポートであるため、トラフィックモニタリング

セッションは 1つのファブリックだけを監視できます。ファブリックフェールオーバーにわたっ
て中断されない vNICトラフィックをモニタリングするには、ファブリックごとに 1つ、合計 2
つのセッションを作成し、2台のアナライザを接続します。両方のセッションでまったく同じ名
前を使用して、トラフィックの送信元として vNICを追加します。仮想コンピュータのポートプ
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ロファイルを変更すると、送信元ポートとして使用されている、関連付けられた vNICはモニタ
リングから削除され、モニタリングセッションを再設定する必要があります。トラフィックモニ

タリングセッションが Cisco UCS Managerリリース 2.0より前のリリースのもとでダイナミック
vNICで設定された場合、アップグレード後にトラフィックモニタリングセッションを再設定す
る必要があります。

vHBA

vHBAはイーサネットまたはファイバチャネルのどちらのモニタリングセッションの送信元とし
ても設定できますが、同時に両方の送信元とすることはできません。VHBAが SPAN送信元とし
て設定されている場合、 SPAN宛先は、VNタグが付いたフレームのみを受信します。これは、
直接 FCフレームを受信しません。

イーサネットトラフィックモニタリングセッションの

作成

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションを作成する方法につい

て説明します。ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションを作成するには、

次の変更が必要になります。

（注）

•ステップ 1で、scope eth-traffic-monの代わりに scope fc-traffic-monコマンドを入力しま
す。

•ステップ 3で、create fc-mon-sessionコマンドを create eth-mon-sessionコマンドの代わり
に入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットトラフィックモニタ

リングコマンドモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、トラ

フィックモニタリングコマンド

モードを開始します。

UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定した名前で、トラフィックモニ

タリングセッションを作成します。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # create
eth-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

トラフィックモニタリングセッショ

ンのモニタリング先とするために指

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session #
create dest-interfaceslot-numport-num

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

定したスロットとポート番号でイン

ターフェイスを設定します。そのイ

ンターフェイスでコマンドモードを

開始します。

モニタされるポートチャネルのデー

タ転送速度を設定します。ここに表

示される値は次のとおりです。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface
# set speedadmin-speed

ステップ 5   

• 1gbps：1 Gbps

• 10gbps：10 Gbps

• 20gbps：20 Gbps

• 40gbps：40 Gbps

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、イーサネットトラフィックモニタリングセッションを作成してトラフィックをス

ロット 2、ポート 12の宛先ポートにコピーおよび転送し、管理速度を 20 Gbpsに設定し、トラン
ザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-traffic-mon
UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # create eth-mon-session EthMonitor33
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session* # create dest-interface 2 12
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface* # set speed 20gbps
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-interface #

次の作業

•トラフィックモニタリングセッションにトラフィックソースを追加します。

•トラフィックモニタリングセッションをアクティブ化します。
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ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッショ

ンの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルトラフィックモニ

タリングコマンドモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、ファイバ

チャネルトラフィックモニタリング

コマンドモードを開始します。

UCS-A /fc-traffic-mon # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定した名前で、ファイバチャネル

トラフィックモニタリングセッショ

ンを作成します。

UCS-A /fc-traffic-mon/fabric # create
fc-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

ファイバチャネルトラフィックモニ

タリングセッションのモニタリング

UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session #
create dest-interfaceslot-numport-num

ステップ 4   

先スロットおよびポートのコマンド

モードを作成してそのモードを開始し

ます。

モニタされるポートチャネルのデー

タ転送速度を設定します。ここに表示

される値は次のとおりです。

UCS-A
/fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface
# set speedadmin-speed

ステップ 5   

• 1gbps：1 Gbps

• 2gbps：2 Gbps

• 4gbps：4 Gbps

• 8gbps：8 Gbps

•自動：CiscoUCSがデータ転送速
度を決定します。

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface
# commit-buffer

ステップ 6   
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次の例では、ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッションを作成してトラフィック

をスロット 1、ポート 10の宛先ポートにコピーおよび転送し、管理速度を 8Gbpsに設定し、トラ
ンザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-traffic-mon
UCS-A /fc-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric # create fc-mon-session FCMonitor
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session* # create dest-interface 1 10
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface* # set speed 8gbps
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface* # commit-buffer
UCS-A /fc-traffic-mon/fabric/fc-mon-session/dest-interface #

次の作業

•トラフィックモニタリングセッションにトラフィックソースを追加します。

•トラフィックモニタリングセッションをアクティブ化します。

モニタリングセッションへのトラフィック送信元の追加

モニタリングセッションへのアップリンクソースポートの追加

この手順は、トラフィックモニタリングセッションのソースとしてイーサネットアップリン

クポートを追加する方法について説明します。ソースとしてファイバチャネルアップリンク

ポートを追加するには、ステップ 1で scope eth-uplinkコマンドの代わりに scope fc-uplinkコ
マンドを入力します。

（注）

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクコマンドモード

を開始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのアップリンクファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定されたアップリンクポートのインター

フェイスコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

指定されたモニタリングセッションのソー

スとしてアップリンクポートを追加します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #
create mon-srcsession-name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

モニタするトラフィックの方向を指定しま

す。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/interface/mon-src #
set direction {both | receive |
transmit}

ステップ 5   

方向を選択しない場合、デフォル

トの方向は Rxです。
（注）

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/interface/mon-src #
commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、モニタリングセッションのソースとしてファブリックAのスロット 2のイーサネット
アップリンクポート 3への入力トラフィックを追加し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface 2 3
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # create mon-src Monitor23
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface/mon-src* # set direction receive
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface/mon-src* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。

モニタリングセッションへの vNIC または vHBA 発信元の追加

この手順では、トラフィックモニタリングセッションのソースとして vNICを追加する方法
について説明します。ソースとして vHBAを追加するには、ステップ 2で scope vnicコマンド
の代わりに scope vhbaコマンドを入力します。

（注）

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。Switch-A# scope systemステップ 1   

VM管理モードを開始します。Switch-A /system # scope vm-mgmtステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行中の仮想マシンを表示します。

Switch-A /system/vm-mgmt # show
virtual-machine

ステップ 3   

ダイナミック vNICを含む仮想マシ
ンのコマンドモードを開始します。

Switch-A /system/vm-mgmt # scope
virtual-machine uuid

ステップ 4   

（任意）

vNICのMACアドレスを含む仮想マ
シンの詳細が表示されます。

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine #
show expand

ステップ 5   

指定したMACアドレスの vNICコ
マンドモードを開始します。

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine #
scope vnicmac-address

ステップ 6   

指定されたモニタリングセッション

のソースとして vNICを追加しま
す。

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic
# create mon-src session-name

ステップ 7   

（任意）

モニタするトラフィックの方向を指

定します。

Switch-A
/system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src
# set direction {both | receive | transmit}

ステップ 8   

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

Switch-A
/system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src
# commit-buffer

ステップ 9   

次の例では、モニタセッションのソースとしてダイナミック vNIC上の入力トラフィックを追加
し、トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope system
Switch-A /system # scope vm-mgmt
Switch-A /system/vm-mgmt # show virtual-machine
Virtual Machine:

UUID: 42327c42-e00c-886f-e3f7-e615906f51e9
Service Profile: org-root/ls-dsw-bld1-esx
Server: sys/chassis-1/blade-1
Status: Online

.

.

.
Switch-A /system/vm-mgmt # scope virtual-machine 42327c42-e00c-886f-e3f7-e615906f51e9
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine # show expand
Virtual Machine:

UUID: 42327c42-e00c-886f-e3f7-e615906f51e9
Service Profile: org-root/ls-dsw-bld1-esx
Server: sys/chassis-1/blade-1
Status: Online

vNIC:
Name:
Status: Online
MAC Address: 00:50:56:B2:00:00

VIF:
Vif Id: 32772
Status: Online
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Phys Fabric ID: B
Virtual Fabric:

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine # scope vnic 00:50:56:B2:00:00
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic # create mon-src Monitor23
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src* # set direction receive
Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src* # commit-buffer

Switch-A /system/vm-mgmt/virtual-machine/vnic/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。

モニタリングセッションへの VLAN または VSAN 発信元の追加

この手順は、トラフィックモニタリングセッションのソースとして VLANを追加する方法に
ついて説明します。ソースとして VSANを追加するには、次の変更が必要です。

（注）

•ステップ 1で、scope fc-uplinkコマンドを scope eth-uplinkコマンドの代わりに入力しま
す。

•ステップ 3で、create vsanコマンドを create vlanコマンドの代わりに入力します。

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクコマンドモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのアップリンクファブ

リックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ローカルVLANをソースとして追加す
る場合、この手順は必須です。ソース

としてグローバルなVLANを追加する
には、この手順を省略します。

（注）

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN ID
を指定し、アップリンク VLANモードを開始し
ます。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

指定されたモニタリングセッションのソースと

して VLANを追加します。
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
create mon-src session-name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/vlan/mon-src #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、イーサネットモニタリングセッションのソースとしてローカル VLANを追加し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan vlan23 23
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # create mon-src Monitor23
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/mon-src* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。

モニタリングセッションへのストレージポート送信元の追加

この手順では、ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションのソースとして

ファイバチャネルストレージポートを追加する方法について説明します。イーサネットトラ

フィックモニタリングセッションのソースとして FCoEストレージポートを追加するには、
ステップ 3で create interface fcコマンドの代わりに create interface fcoeコマンドを入力しま
す。

（注）

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションが作成されている必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージポートのコマン

ドモードを開始します。

UCS-A# scope fc-storageステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネルス

トレージポートファブリックモードを開始し

ます。

UCS-A /fc-storage # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージポートインター

フェイスを作成し、インターフェイスコマン

ドモードを開始します。

UCS-A /fc-storage/fabric # create
interface fc slot-numport-num

ステップ 3   

指定されたモニタリングセッションのソース

としてストレージポートを追加します。

UCS-A /fc-storage/fabric/fc # create
mon-src session-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /fc-storage/fabric/fc/mon-src
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファイバチャネルモニタリングセッションのソースとしてスロット 2のポート 3に
あるファイバチャネルストレージポートを追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric # create interface fc 2 3
UCS-A /fc-storage/fabric/fc* # create mon-src Monitor23
UCS-A /fc-storage/fabric/fc/mon-src* # commit-buffer
UCS-A /fc-storage/fabric/fc/mon-src #

次の作業

トラフィックモニタリングセッションにはさらにソースを追加できます。

トラフィックモニタリングセッションのアクティブ化

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションをアクティブ化する方

法について説明します。ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションをアク

ティブにするには、次の変更が必要になります。

（注）

•ステップ 1で、scope eth-traffic-monの代わりに scope fc-traffic-monコマンドを入力しま
す。

•ステップ 3で、scope eth-mon-sessionコマンドの代わりに scope fc-mon-sessionコマンド
を入力します。

はじめる前に

トラフィックモニタリングセッションを設定する。
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットトラフィックモニタリングコ

マンドモードを開始します。

UCS-A# scope eth-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、トラフィックモ

ニタリングコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

指定した名前のトラフィックモニタリング

セッションのコマンドモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # scope
eth-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

トラフィックのモニタリングセッションを

イネーブルまたはディセーブルにします。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session
# disable | enable

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session
# commit-buffer

ステップ 5   

アクティブ化すると、トラフィックモニタリングセッションは、トラフィックの送信元が設定さ

れると宛先へのトラフィックの転送を開始します。

次の例では、イーサネットトラフィックモニタリングセッションをアクティブにし、トランザ

クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-traffic-mon
UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # scope eth-mon-session Monitor33
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session # enable
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session* # commit-buffer
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session # show

Ether Traffic Monitoring Session:
Name Admin State Oper State Oper State Reason
---------- ----------------- ------------ -----------------
Monitor33 Enabled Up Active

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session #
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トラフィックモニタリングセッションの削除

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションを削除する方法につい

て説明します。ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションを削除するには、

次の変更が必要です。

（注）

•ステップ 1で、scope eth-traffic-monの代わりに scope fc-traffic-monコマンドを入力しま
す。

•ステップ 3で、delete eth-mon-sessionコマンドの代わりに delete fc-mon-sessionコマンド
を入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットトラフィックモニタリングコ

マンドモードを開始します。

UCS-A# scope eth-traffic-monステップ 1   

指定したファブリックで、トラフィックモ

ニタリングコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

指定した名前のトラフィックモニタリング

セッションを削除します。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # delete
eth-mon-sessionsession-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-traffic-mon/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションを削除し、トランザクションをコ

ミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-traffic-mon
UCS-A /eth-traffic-mon # scope fabric a
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric # delete eth-mon-session Monitor33
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-traffic-mon/fabric #

Cisco UCS Mini の SPAN に関する制約事項
Cisco UCS Miniで SPAN機能を設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してくだ
さい。

• FCポートは SPAN宛先としてはサポートされていません。

• VSANは SPAN送信元としてはサポートされません。
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• FCアップリンクポートは SPAN送信元としてはサポートされません。
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